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中
高
年
求
職
者
の
職
業
相
談 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
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副
主
任
研
究
員
　
榧
野
　
潤 

 

　
１
．職
業
相
談
の
解
析 

   

職
業
相
談
の
特
徴
や
プ
ロ
セ
ス
が
、
数
字

や
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
、
客
観
的
に
表
現
で
き

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
今
回
の
特
集
の
よ
う
な

原
稿
は
お
茶
の
子
さ
い
さ
い
、
さ
っ
さ
と
書

け
る
だ
ろ
う
。
職
業
相
談
の
事
例
を
集
め
、

中
高
年
求
職
者
を
対
象
と
し
た
も
の
と
、
そ

れ
以
外
の
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

数
量
化
さ
れ
た
特
徴
を
比
較
す
れ
ば
い
い
。

違
い
の
あ
る
と
こ
ろ
が
、
中
高
年
求
職
者
の

職
業
相
談
の
特
徴
で
あ
る
。 

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
職
業
相
談
の
プ
ロ

セ
ス
の
な
か
で
、
数
量
化
さ
れ
た
特
徴
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ

に
で
き
た
ら
、
中
高
年
求
職
者
の
職
業
相
談

の
プ
ロ
セ
ス
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。 

   

２
．「
逐
語
く
ん
」
の
開
発 

  　
労
働
大
学
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
中
高
年

離
職
者
の
再
就
職
支
援
に
関
す
る
研
究
」
の

一
環
と
し
て
、
再
就
職
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
技
法
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
、
職
業
相
談
の
プ
ロ
セ
ス
を
客
観

化
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
「
職
業
相

談
・
職
業
紹
介
逐
語
記
録
作
成
・
解
析
シ
ス

テ
ム
（
以
下
、
「
逐
語
く
ん
」
と
い
う
）
」

を
開
発
し
た
。 

　
二
、
三
カ
月
前
、
一
年
が
か
り
で
、
逐
語

く
ん
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
職
業
相
談
の
事
例
が
収
集
さ
れ
る
予

定
だ
が
、
幸
運
に
も
、
労
働
大
学
校
で
実
施

さ
れ
る
研
修
コ
ー
ス
の
な
か
に
、
逐
語
く
ん

を
使
っ
た
授
業
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
、
つ
い
一

週
間
前
に
、
そ
の
授
業
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

　
こ
の
授
業
の
事
前
準
備
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
職
員
で
あ
る
研
修
生
、
自
分
自
身
の

担
当
し
た
職
業
相
談
の
録
音
と
、
そ
れ
を
も

と
に
し
た
逐
語
記
録
の
作
成
を
求
め
、
こ
の

授
業
か
ら
三
四
の
職
業
相
談
の
事
例
が
収
集

さ
れ
た
。 

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
、
逐
語
く
ん
を
用

い
て
解
析
し
、
中
高
年
求
職
者
の
職
業
相
談

の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
前
に
、

読
者
の
皆
様
は
、
い
き
な
り
逐
語
く
ん
と
言

わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
簡
単

に
こ
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。 

　
な
お
、
逐
語
く
ん
で
は
、
求
職
者
は
「Job 

Seeker

」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
Ｊ
Ｓ
」、
職
業

相
談
担
当
の
職
員
は
「C

areer C
ounselor

」

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
Ｃ
Ｃ
」
と
表
記
す
る
。

こ
の
原
稿
も
そ
れ
ら
の
表
記
に
な
ら
う
。 

  

（
１
）「
逐
語
く
ん
」
と
は
何
か
？ 

　
逐
語
く
ん
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
動
く

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
。
こ
の
逐
語
く
ん
を

使
う
と
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ

う
？ 

　
ま
ず
、
逐
語
記
録
の
作
成
が
容
易
に
な
る
。

逐
語
記
録
の
作
成
は
、
罫
線
を
引
い
た
り
、

Ｊ
Ｓ
と
Ｃ
Ｃ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
に
番

号
を
振
っ
た
り
と
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
逐
語
く
ん
を
使
う
と
、
そ
れ
ら
の
作

業
が
簡
単
に
な
る
。 

　
つ
い
で
、
発
言
の
分
類
が
容
易
に
な
る
。

職
業
相
談
の
特
徴
や
プ
ロ
セ
ス
を
客
観
化
す

る
た
め
、
一
定
の
分
類
基
準
の
も
と
で
、
発

言
は
分
類
さ
れ
る
。
逐
語
く
ん
を
使
う
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
上
で
、
マ
ウ
ス
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
逐
語
記
録
に
お
け

る
一
つ
ひ
と
つ
の
発
言
が
分
類
で
き
る
。 

　
ち
な
み
に
、
発
言
は
「
発
話
」
ご
と
に
分

類
す
る
。
発
話
は
、
ま
と
ま
っ
た
意
味
を
表

す
一
続
き
の
言
葉
と
定
義
さ
れ
る
。
簡
単
に

言
う
と
「
文
」
で
あ
る
。
話
し
始
め
か
ら
、

句
点
「
。
」
も
し
く
は
疑
問
符
「
？
」
の
と

こ
ろ
ま
で
を
一
つ
の
発
話
と
考
え
て
も
ら
っ

た
ら
い
い
。 

　
発
話
の
分
類
基
準
は
「
発
話
方
向
」、「
発

話
進
行
」、「
発
話
主
題
」
の
３
種
類
が
あ
り
、

発
話
進
行
の
下
位
分
類
と
し
て
、
「
発
話
手

段
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の

分
類
基
準
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
長
く
な
る

の
で
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

　
さ
て
、
話
を
戻
そ
う
。
逐
語
く
ん
を
使
う

と
何
が
で
き
る
か
だ
が
、
職
業
相
談
の
解
析

が
容
易
に
な
る
。
分
類
基
準
ご
と
に
集
計
し

た
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
グ
ラ
フ
に
で
き
る
。 

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
解
析
の
結
果
を

お
見
せ
し
よ
う
。 

   

（
２
）解
析
結
果
の
例 

　
逐
語
く
ん
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
解

析
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
「
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
野
球
の
ス
コ
ア
の

よ
う
な
も
の
で
、
職
業
相
談
の
特
徴
を
数
字

に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
表
１
は
、
研
修
生
の
事
例
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
で

あ
る
。
緑
線
で
囲
っ
た
「
総
発
話
数
」
の
と

こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
。
こ
の
職
業
相
談
で
の

発
話
数
が
全
部
で
九
八
個
だ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。 

　
次
に
、
赤
線
で
囲
っ
た
「
発
話
進
行
」
の

部
分
を
見
て
ほ
し
い
。
発
話
進
行
と
は
、
話

し
手
が
聞
き
手
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
分
類
基
準
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、「
質
問
」
と
「
返
答
」、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
以
外
の
「
説
明
」
で
あ
る
。

こ
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
以
外
に
、
「
そ
の

他
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
「
こ
ん

に
ち
は
。」、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
な

ど
慣
習
的
表
現
等
が
分
類
さ
れ
る
。
発
話
進

行
の
分
類
基
準
で
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
ど
れ
か
に
発
話
が
分
類
さ
れ
る
。 

　
赤
線
で
囲
ま
れ
た
部
分
は
、
こ
の
職
業
相

談
で
は
、
質
問
に
分
類
さ
れ
る
発
話
が
一
二

個
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
体
の
発
話
数
の
な
か

で
一
二
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。 

 

職
業
相
談
の
プ
ロ
セ
ス
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
に
、
「
累
積
度
数
分
析
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
職
業
相
談
の
時
間
的
な
流
れ
を
横
軸
に

と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
基
準
の
累
積
度
数

を
縦
軸
に
と
っ
て
、
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で 
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表1  STATの例 あ
る
。
図
１
は
、
研
修
生
の
事
例
に
つ
い
て
、

発
話
方
向
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
累
積
度
数
を

百
分
率
に
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
発
話
方
向
と
は
、
話
し
手
を
中
心
と
し
て

発
話
の
方
向
と
距
離
を
も
と
に
分
類
す
る
基

準
で
あ
り
、「
内
的
」、「
一
般
」、「
外
的
」

の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。 

　
内
的
発
話
は
、
発
話
の
な
か
に
、
話
し
手

が
考
え
た
り
、
理
解
し
た
り
、
思
っ
た
り
、

感
じ
た
り
、
欲
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
表
現
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
私
は
〜
と
考

え
る
。」、「
私
は
〜
と
思
う
。」、「
私
は
〜
し

た
い
。
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
話
し
手
自
身

の
思
い
や
欲
求
な
ど
内
面
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

内
的
発
話
に
分

類
さ
れ
る
。
外

的
発
話
は
、
話

し
手
自
身
の
思

い
や
欲
求
な
ど

内
面
を
示
す
表

現
が
な
い
発
話

で
あ
る
。
一
般

発
話
は
、
外
的

発
話
の
う
ち
、

就
職
や
雇
用
に

つ
い
て
、
多
く

の
人
や
状
況
に

か
か
わ
る
こ
と

を
示
す
表
現
が

あ
る
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、

「
景
気
が
悪
く

て
、
就
職
が
難

し
い
。
」
と
い

う
発
話
は
、
特

定
の
個
人
や
会

社
に
限
定
さ
れ

た
表
現
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
一
般
発
話
に

分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
発
話
進
行
と

同
様
、
「
そ
の
他
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、

発
話
方
向
の
分
類
基
準
で
は
、
こ
れ
ら
の
四

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ど
れ
か
に
発
話
が
分
類

さ
れ
る
。 

　
図
１
は
、
職
業
相
談
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
ま
ず
は
外
的
発
話
か
ら
始
ま
り
、
途
中

で
、
内
的
発
話
が
増
え
、
終
わ
り
頃
に
な
っ

て
一
般
発
話
が
増
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

   

３
．中
高
年
求
職
者
の 

　
　 

職
業
相
談
の
特
徴 

  

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
が
窓
口
で
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
を
す
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る

『
一
般
職
業
紹
介
業
務
取
扱
要
領
』
で
は
、

個
別
面
接
相
談
に
お
い
て
留
意
す
る
項
目
が

一
〇
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
Ｊ
Ｓ

に
「
考
え
さ
せ
、
気
付
か
せ
、
主
体
性
・
自

主
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
可
能
な

限
り
最
終
の
結
論
は
自
分
で
出
さ
せ
る
こ
と
。」

と
い
う
項
目
が
あ
る
。 

　
逐
語
く
ん
で
言
う
と
、
職
業
相
談
の
な
か

図1  発話方向の累積度数 
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で
、「
私
は
○
○
の
仕
事
が
し
た
い
。」、「
私

は
×
×
へ
の
仕
事
を
希
望
す
る
。
」
と
い
う

よ
う
に
、
Ｊ
Ｓ
は
内
的
発
話
を
話
す
こ
と
が

大
切
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
で
は
、
中
高
年
求
職
者
は
ど
の
く
ら
い
内

的
発
話
を
話
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

　
研
修
生
の
事
例
を
、
「
四
〇
代
以
上
」
の

Ｊ
Ｓ
（
一
三
事
例
）
と
、
「
四
〇
代
未
満
」

の
Ｊ
Ｓ
（
二
一
事
例
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
的
発
話
の
割
合
の
平
均
値
を
見
る
と
、

前
者
が
一
四
・
四
％（
標
準
偏
差
＝
七
・
八
）、

後
者
が
一
六
・
七
％
（
標
準
偏
差
＝
一
〇
・

五
）
だ
っ
た
。 

　
こ
の
結
果
は
、
四
〇
代
以
上
の
Ｊ
Ｓ
が
、

四
〇
代
未
満
の
Ｊ
Ｓ
と
比
較
し
て
、
自
分
自

身
の
思
い
や
欲
求
な
ど
内
面
を
表
現
し
た
発

話
の
割
合
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
違
い
は
統
計
学
的
に
有
意
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
四
〇
代
未

満
の
Ｊ
Ｓ
で
、
内
的
発
話
の
割
合
の
分
散
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

　
図
２
は
、
内
的
発
話
の
割
合
か
ら
事
例
の

分
布
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
〇

代
以
上
の
Ｊ
Ｓ
の
場
合
、
全
般
的
に
内
的
発

話
の
割
合
が
低
い
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

四
〇
代
未
満
の
Ｊ
Ｓ
で
は
、
は
っ
き
り
と
し

た
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、
個
々
人
に
よ
っ
て
多

様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
こ
の
他
に
も
、
逐
語
く
ん
の
分
析
か
ら
中

高
年
求
職
者
の
職
業
相
談
に
つ
い
て
、
様
々

な
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で
と
し
た
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

榧
野
　
潤
（
か
や
の
・
じ
ゅ
ん
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
副
主
任
研
究

員
。
主
な
論
文
に
、
「
再
就
職
の
た
め
の
求

職
者
の
心
理
的
課
題
」（
産
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
学
会
第
八
回
大
会
報
告
、
二
〇
〇
三
年
）、

「
再
就
職
の
た
め
の
求
職
者
の
心
理
的
課
題

―
１４
人
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た
事
例
調
査

か
ら
」（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。 
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〒１９４－０２９８　東京都町田市相原町４３４２　tel.０４２７－８３－２３０７ 

〒１６２－０８４３　東京都新宿区市谷田町２－１４－１　tel.０３－５２２８－６２７１ 
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